
 
 
 
 

 
 

2025 年度 第 1 回 浜松市総合教育会議 次第  

 
 

日時 : 2025 年 9 月 4 日(木)  15：30～ 

                    場所 : 庁 議 室 

 

1  開会 

 

2  市長あいさつ 

 

3  2025 年度の協議事項  資料 1 

 

4  協議事項 

(1)  不登校児童生徒への支援について 資料 2 

(2)  休日の部活動の地域展開について 資料 3 

 

5  閉会 



市長 中野　祐介

教育長 野秋　愛美

教育委員会委員（教育長職務代理者） 黒栁　敏江

教育委員会委員 田中　佐和子

教育委員会委員 神谷　紀彦

教育委員会委員 鈴木　重治

教育委員会委員 下鶴　志美

※順不同、敬称略

役　職 氏　名

2025年度　第1回 浜松市総合教育会議　出席者名簿



 
2025 年度の協議事項について 

 

 

回 日時等 協議事項/報告事項 

1 

9 月 4 日（木） 

15時30分～17時 

庁議室 

協議事項 

・不登校児童生徒への支援について 

・休日の部活動の地域展開について 

【論点等】 

〇不登校児童生徒への支援について 

不登校生徒への切れ目のない支援について 

〇休日の部活動の地域展開について 

生徒の豊かなスポーツ・文化芸術活動を実現するために 

2 12 月予定 

協議事項 

・学校における働き方改革について 

【論点等】 

〇学校における働き方改革について 

今後の学校における働き方改革について意見交換 

 

 

※現時点の内容であり、今後の状況により変更になる場合があります。 

資料１ 



2025年度 第１回 浜松市総合教育会議

浜松市こども若者総合相談センター

わかばプラスの取組

1

• 令 和 6 年 10 月 、 子ども・若者育成支援推進法第13条

に基づいて設置。社会生活を営む上での困難を有する

子ども・若者（以下、「若者等」という。）やその家

族等からの相談を受け付け、その不安や悩みの整理を

行い、個々の状況に応じた必要な支援を行うことによ

り、若者等の成長・自立を支えることを目的とする。

• 特に、法制度の狭間にある義務教育終了後の若年層に

ついては、高等学校における不登校、中退等がその後

の自立に深刻な影響を及ぼすことが指摘されているこ

とから、同世代への支援の充実が求められている。

浜松市こども若者総合相談センターわかばプラス
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資料２



事業内容

個別相談

• 助言や支援機関の情報提供

• 継続的な個別相談

• 学校など相談しやすい場所へのアウト

リーチ

• 支援機関や手続き等の同行支援

居場所・プログラム

家族相談

• 家族のサポート

機関連携

広報活動

• 常勤3人、非常勤4人

• 1日当たり4人工

• 精神保健福祉士、社会福

祉士、公認心理師、キャ

リアコンサルタント等の

資格がある職員が相談対

応。

職員体制

3

令和６年度 新規相談受付状況

月
相談者

令和6年
10月 11月 12月

令和7年
1月 2月 3月

合計

本人 １８ １６ ６ １７ ６ １６ ７９

家族等 １６ １６ ４ １２ １１ ９ ６８

支援者等 １０ ３ ４ １ ５ ４ ２７

不明・その他 ２ ０ １ １ ０ １ ５

合計 ４６ ３５ １５ ３１ ２２ ３０ １７９
4

（件）



令和６年度 相談実績

相談対象者の社会属性 相談対象者の年齢

5

才

才

才

才

才

相談対象者の不登校経験

【小学校で不登校】

あり, 21人,12%

なし, 43人, 
24%不明,115人

64%

【中学校で不登校】

あり, 34人,
19%

なし, 33人,
18%

不明, 112人,
63%

あり, 37人,
21%

なし, 34人,
19%

不明, 108人,
60%

【高校で不登校】

※聴き取り中に不登校の有無が確認できた場合は「あり」または「なし」
相談内容が不登校とかけ離れているもの、聴き取りが完全でないもの等は「不明」
よって「不明」の中には不登校経験が含まれている可能性がある。
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相談対象者の不登校経験

中学生 高校生 大学生 その他学生 有職 無職 その他 合計
あり 8 36 1 4 0 10 1 60
なし 0 6 0 1 8 5 0 20
不明 5 29 2 3 23 22 15 99
合計 13 71 3 8 31 37 16 179

• 高校生の相談対象者のうち、半数が小・中・高校生のいずれかで不登校経験がある。

【小・中・高校での不登校経験の有無（社会属性別）】

7

（人）

関係機関との連携

• 教育委員会と連携し、まもなく卒業を迎える中学3年生全員に、わかばプラスの広報
カードを配付。

• 学校の依頼に応じて学校へ直接出向き、わかばプラスの事業説明や講座などを実施。
• 学校、教育、医療、福祉、就労等の機関と、わかばプラスの役割やお互いの機関の役割
を確認し、円滑に支援をするための連携を図っている。

中学校 高校 その他学校 教育 保健・医療 福祉 矯正・更生保護 雇用 司法 民生委員等 行政 その他

ケース対応 4 16 0 23 21 43 2 10 5 10 27 2 0 163
機関連携 1 18 1 2 7 22 1 6 1 1 6 13 3 82
合計 5 34 1 25 28 65 3 16 6 11 33 15 3 245

学校関係 支援機関・団体 わかもの
LINE相談

合計
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•相談対象者のうち、「15～19歳」が88件と全体の49.2％を占めており、この年代の若者の
支援ニーズは高い。

•背景には、中学校までに不登校、発達特性、いじめ、家庭不和や親の無理解などの要因が
複雑に絡み合っている。

•本人からは不安、自信がない、気分の落ち込みがあるという訴えだけではなく、孤独感や
希死念慮、リストカットやオーバードーズなどの問題を抱えているケースがあり、医療の
必要性だけではなく、家族や学校、支援機関等との連携によるサポート体制が必要。

•利用者を対象に、グループ活動（居場所）を実施したところ、参加者からは「また参加し
てみたい」との感想があった。

•高校生年代に係る相談が多いものの、高等学校における不登校や退学後の状況、学校には
登校しているが精神的に不安定な生徒の状況等の実態が不透明である。

高校生年代の若者相談の実態
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• こども・若者支援地域協議会の活用。
• 複数課題を抱える本人や家庭について個別ケース検討会を実施し、個別のケースにつ
いて他機関との協働支援の中で孤立しない体制を整える。

他機関との協働、機関連携

高校生年代の若者へのアプローチ

• 学校訪問、高校生向けの出前講座など地域や学校にアウトリーチし、相談しやすい関
係づくりをするとともに、わかばプラスや社会資源の情報を提供。また、地域へのア
ウトリーチにより支援機関だけではなく、地域の団体等とネットワークを構築。

• 若者向けのイベントを定期的に開催し、相談につながるきっかけづくりや、若者同士
が気軽に交流し、若者が新たな１歩を見つけられるような体験の場を提供する。

• 不登校や退学後の状況、学校には登校しているが精神的に不安定な生徒の状況等、高
校生の実態を把握する。

令和７年度の取組
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↑ 若者が親しみが持てるデザインのホームページ

X、インスタグラムには、スタッフや利用者からのコ

メントを掲載したり、イベント情報を発信。
→

11

若者向けのイベント チラシ

カードゲームで交流し
たり、フリードリンク
でほっと一息

イベントを通じて、個別相談につなげたり、若者同
士の交流のきっかけづくりを提供。
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高校生向けの出前講座資料

〇〇高等学校出前講座

内容：高校生年代のこころの健
康を保つため、こころの悩みと
不調、ストレスとその対処法、
困ったときの相談先等について
考える講座
対象：高校生 13

本日の論点

14

不登校生徒への切れ目のない支援について

・「わかばプラス」に期待すること

・中学生や高校生への有効なアプローチ

・学校との連携



資料３
















